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(57)【要約】

【産業上の利用分野】音声をそのピッチを予測すること

により符号化する符号化法に関する

【目的】少ない情報量で短い遅延時間の条件のもとで、

小さい波形歪で音声を符号化することができるピッチ予

測符号化法を提供する

【効果】ピッチ予測の利得、つまりピッチ予測を行うこ

とにもとづく歪減少効果を殆ど失わずに周期値のパラメ

ータの伝送ピット数を半減させることができる。特に周

期値の時間分解能をあげてピッチの周期値を求めるとき

に効果が大きい

【特許請求の範囲】

【請求項１】（１）音声を一定のサンプル数ごとに１フ

レームとして、フレーム単位で符号化する方法におい

て、１フレーム前までに復号化して再合成した波形を分

析し、その波形が高い相関値をもつような周期値の候補

を複数個用意し、過去の信号をピッチ周期相当間隔だけ

時間的に平行移動させて現在のフレームの信号を近似す

る際に最適な周期値を上記候補の中から選択して符号化

することを特徴とする音声のピッチ予測符号化法。
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